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Abstract 

The shrinkage ofpolyUactic acid)(PLA) fiber fabrics with the monofilament (PLA-mono) yarn of 

low fineness or multifilament (PLA-multi) yarn of high fineness has been examined using mixtures 

of good and poor solvents. The good solvent ---chloroform， dichloromethane or 1， 2-dichloroethane 

--was used with a poor solvent， ethanol. The degree of shrinkage for both fabrics increased with 

increasing the good solvent molar fraction. Higher molar fraction of the good solvent was 

necessary for the PLA-multi than the PLA-mono to establish the same degree of shrinkage. By 

using dichloromethane as a good solvent， the time required establishing the shrinkage was shorter， 

and the reduction of the strength of the shrunken fabrics was smaller than those of other good 

solvents. From the dependence of the estimated solvation equilibrium constants of the three good 

solvents on the temperature， the solvation enthalpy for the PLA-multi was estimated about 25% 

larger than that for the PLA圃mono，consistent with the higher molecular orientation in the filament 

of PLA-multi compared with the PLA-mono， obtained from the polarized FT-IR absorption spectra. 

Such textile， consisting of the shrunken and the unshrunken portions， was produced that exhibited 

the unevenness， the irregularity of the transparency， and the color contrast after dying. 
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一一要旨

繊維径の太いモノフィラメント糸(PLA-mono)と繊維径の細いマルチフィラメント糸(PLA-mu 1 t i) 

から成る 2種類のポリ乳酸繊維布について，クロロホルム，ジクロロメタン， 1，2-ジクロロエタン

3種の良溶媒と貧溶媒エタノールとの各混合溶液を用いて，布吊の収縮性について検討した.収縮

率は良溶媒モル分率が大きくなるに従い大きくなるが， PLA-mul tiではPLA-monoと同じ収縮率を得

るためには，より高い良溶媒モル分率を必要とした PLA-mono，PLA-multiともに，平衡収縮率に

達する時間は，ジクロロメタンが最も短く，かっ得られた布自の強度の低下が最も小さかった.ま

た，平衡収縮率から算出した溶媒和平衡定数の温度依存性は， PLA-mono， PLA-multiともに 3良

溶媒種間ではほぼ一致し，それらより見積もった標準溶媒和エンタルビー変化は， PLA-monoより

PLA-multiの方が約 25%大きい値となった.偏光顕微FT-IR測定から， PLA-mul tiの分子配向性が

PLA-monoより高いことが示され，より大きな溶媒和エンタルビーを持つことと矛盾しない結果とな

った.これらの収縮性を応用して，ポリ乳酸繊維布に収縮部分と未収縮部分を混在させ，凹凸と透

け感，及び、色調の変化を持つテキスタイルを制作した.

キーワード:ポリ乳酸繊維，溶媒和収縮，良・貧溶媒，繊維径，テキスタイル制作

1 .緒日

既存の繊維材料に新たな付加価値を与える加工

法の開発を目的として，繊維の良・貧溶媒混合溶

液を用いて繊維を収縮させ布吊に特殊な立体模

様を付与する研究を著者らは進めl)~川，アクリ

ル布を用いた系では ジメチルホルムアミド-水

の混合溶媒で十分な収縮が起こり，これは非晶相

の分子運動と密接に関係していること，良・貧溶

媒の適度な混合により，アクリル繊維と収縮液と

の相互作用を制御し， 55%程度までの収縮率を任

意に作り出すことが可能であること等を既に報告

している1)

近年，環境低負荷材料として，ポリ乳酸繊維が

注目され，次世代プラスチック，あるいは合成繊

維として活用領域が広がり，需要や期待が高まっ
ている 11) ~12) 

そこで本研究では，ポリ乳酸繊維の新たな用途

展開を提案することを目的として，良・貧溶媒混

合法によるポリ乳酸繊維布の収縮性について検討

する.用いる良溶媒は3種 クロロホルム，ジク

ロロメタン， 1，2-ジクロロエタンであり，貧溶媒

はエタノール1種とし 良溶媒の違いによる収縮

性の相違について検討する.また，繊維径の太い

モノフィラメント糸，繊維径の細し、マルチフィラ

メント糸から成る 2種類のポリ乳酸繊維布を用い

て，繊維径の相違が収縮に及ぼす影響についても

検討する.更に，これらの結果を基に，板締めの

技法を応用し，一枚の布に収縮部分と未収縮部分

を混在させ，凹凸と部分的透け感，及び色調の変

化を付与した新たな表面テクスチャを持つ収縮加

工テキスタイルを制作する手法について報告する.
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2.実験

2-1 試料

Table 1に本研究で用いた 2種類のポリ乳酸繊

維布の諸元を示した.両試料共にユニチカファイ

ノミー株式会社製「テラマックJ原糸を使用してお

り， PLA-mono (商品名:ソイロン，山中産業株式

会社)はモノフィラメント糸， PLA-mul ti (商品名:

ポンジー，宇野株式会社)はマルチフィラメント

糸により布吊が構成されている.

収縮実験用試料は，長さ(経糸方向)130mm X 幅

(緯糸方向)5mmの短冊形に整え，長さ方向 100mm

聞に糸印を施して測定用試料とした.

Table1. Specification of sample materials. 

Sample PLA-mono PLA-multi 

Name Soylon1) Pon zy 2) 

Weave Plain Plain 

Density Warp 40 36 

(cm-1) Weft 40 30 

Yarn Warp 26 dtex f1 tO 84 dtex f36 tO 
Fineness 
and Twist Weft 26 dtex f1 tO 84 dtex f36 tO 

Fiber Diameter (μm) 50 10 

Crystallinity (%) 59 64 
1 )YAMANAKA IND. CO.，L TD. "2}UNO CO.， L TD. 

2-2 収縮実験

所定の体積分率に調整したクロロホルム/エタ

ノール，ジクロロメタン/エタノール， 1，2-ジク

ロロエタン/エタノールの各混合溶液に試料を浸

潰し，一定時間経過後に取り出して，糸印聞の長

(827 ) 
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さ変化を測定した.

用いた各溶媒の 25
0

Cでの密度から各々の混合

溶液における良溶媒モル分率(以下，モル分率と

いう)を求めた.

収縮率は(1 )式に基づき算出した.また，処

理温度を 25
0

C，40
0

C， 50
0

Cと変化させ同様の実験

を行った.

σ (Lo - L) / Lo X 100 ( 1 ) 

σ;収縮率(%) Lo;処理前の試料長 (mm)

L;処理後の試料長 (mm)

2-3 熱分析
島津製作所製示差走査熱分析 DSC-50を使用し

て，未収縮試料の融解熱を測定した.

2-4 赤外吸収分析

日本分光製 FT-IR4100に顕微アタッチメント

(Micro20)を使用し，透過法により，偏光顕微

FT-IR測定を行った.未収縮，及び収縮試料の糸

から採取した 1本の繊維を用い，測定範囲は，幅

10μm・50μmX 長さ 300μmである.

2-5 引張り強伸度測定

島津製作所製オートグラフ S-100-Dを使用し，

]IS L-1096一般織物試験方法(ストリップ法)に

準拠し，試料布の引張り強伸度を測定した.

2-6 浪，IJ 色
ミノルタ製分光測色計CM-2600dを使用し，光

源 D65，視野角 10
0

，台紙は黒(日本色研配色体

系)の条件により，制作したテキスタイルの分光

反射率を測定した.

3.結果及び考察

3-1 収縮実験

Fig. 1にPLA-monoに対して3種の良溶媒を用い

たときの収縮率の良溶媒モノレ分率依存性を示した.

良溶媒の種類を変えても，挙動に大きな差異は見

られない.モル分率が低い領域で、は試料の収縮は

みられず，モル分率 10%以上で収縮を示した.モ

ル分率が高くなるに従って収縮率は増大し，最大

収縮率約 50'"'-'60%に達した.更にモル分率が高い

領域では，試料は溶解した.以上のように，

PLA-monoの収縮率は良溶媒のモル分率だけに依

存していることがわかる.

(828 ) 
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Fig.l The dependence of the PLA-mono 

shrinkage on the good solvent mo1ar 

fraction. (・ch1oroform/ethano1，. 

dich1oromethane/ethano1， ....1，2-di-
ch1oroethane/ethano1， 25

0

C) 

80 

60 
，、求，同句J、

Z孟M E -40 

20 

o 。 10 20 30 40 50 60 
Content of good solvent (mol%) 

Fig.2 The dependence of the PLA-multi 

shrinkage on the good solvent mo1ar 

fraction. (0 ch1oroformlethano1， 0 di-

ch1oromethane/ethano1，ム 1，2-dich1oro・

ethane/ethanο1，250C) 

Fig.2にPLA-multiを用いた場合の結果を示し

た.PLA-multiにおいてはモル分率 15%以上で収

縮を示し， PLA-monoと同じ収縮率を得るためには，

より高いモル分率を必要とすることがわかる.更

に，モル分率30%以上においては， 1，2-ジクロロ

エタン/エタノール(ム印)では，クロロホルム

/エタノール(く〉印)及び，ジクロロメタン/エ

タノール (0印)とは異なり，収縮率の増大がよ

り高いモル分率側へと移動している.Fig.1， 2に

示したように，繊維径の太いモノフィラメントか

ら成る布吊と繊維径の細いマルチフィラメントか

ら成る布吊では，その収縮挙動に差異がみられ，

繊消誌



この相違については，各々のフィラメントにおけ

る結晶化度，分子配向度等の測定結果を基に後に

考察する.
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Fig.3 The dependence of the shrinkage of the 

PLA -mono on the process time for 

various dichloromethane molar fractions. 
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Fig.4 The dependence of the PLA -mono 

shrinkage on the process time a t the 

molar fraction 30%. (+ chloroform/ 

ethanol， .dichloromethane/ethanol， .A. 

1，2-dichloroethane/ethanol， 25
0

C) 

Fig.3にジクロロメタン/エタノール混合溶液

(処理温度 25
0

C)を用いた PLA-monoの収縮率の

処理時間依存性を示した.モル分率が高くなるに

従い，得られる平衡収縮率が大きくなり，平衡に

達する時間はより短い処理時間側へと移行してい

る.このような収縮率の処理時間に対する変化は

他の混合溶液，ならびにPLA-multiにおいても同

様である.
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Fig.4にPLA-monoにおける 3種の混合溶液のモ

ル分率30%での処理時間依存性を示した.3種の

混合溶液での平衡収縮率はほぼ一致しているが，

ジクロロメタン/エタノール(・印)では，約 2

分で収縮率は平衡に到達するのに対し， 1，2-ジク

ロロエタン/エタノール(.A.印)では約 20分と著

しく遅くなっている.この結果は 3種の良溶媒

間で平衡収縮率には相違がみられなくとも，平衡

値に達する過程には良溶媒の種類が影響している

ことを示している.
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Fig.5 The dependence of the shrinkage on 

the process temperature. 

(a)PLA-mono， (b)PLA-multi， (dichloro-

methane/ethanol， .口25
0

C，企ム40
0

C，・0500C)
Fig. 5 (a)にPLA-mono，(b)にPLA-multiのジク

ロロメタン/エタノール混合溶液で、の収縮率の温

度変化を示した.処理温度は，2ftc(・口印)， 400C
(.A.ム印)， 50

0

C (・0印)である.PLA-mono， 

PLA-multiともに，処理温度250Cでは収縮が観測

できなかったモル分率の低い領域においても，

40
0

C， 50
0

Cでは収縮が起こり，処理温度が高くな

るに従い収縮率が増大していることがわかる.こ

のような収縮率の温度依存性は，他の混合溶液に

おいても同様の傾向がみられた.

(829 ) 
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PLA-mono， PLA-mu1tiの各試料と 3種の混合溶

液との相互作用について検討するため，溶媒和平

衡定数Kの算出を試みた.溶媒和可能な繊維の活

量を a。とし，溶媒和している繊維の活量を aとす

ると溶媒和平衡の平衡定数Kは(2)式で与えら

れる.

72 

3.4 3.3 3.2 

1000/T (K-1) 

3.1 

(2 ) K = a / (eo-::-a) 

K;溶媒和平衡定数

ao;溶媒和可能な繊維の活量

a ，溶媒和している繊維の活量

The dependence of the slovation 

equilibrium constants on the temper-

ature at the molar fraction of 23%. (・・...: • PLA -mono，く>0ム:PLA-multi，
.く):chloroform/ethanol，・0:dichloro-
methane/ethanol，企ム 1，2-dichloro・

ethane/ethanol) 

Fig.6 

(3) 

ここで，長さ 10の分子がn。本直列に配列した繊維

を考える.この繊維を良・貧溶媒混合溶液中に浸

潰することにより，長さいを持つ充分に溶媒和し

た分子がn本生じたとすると，収縮率σは (4)

式となる.

a/a。を溶媒和率Vとすれば(3)式となる.

K = V / (1 -V) 

PLA-monoではjH
O=28 kJ・mo1-1，PLA-mu1 ti 

ではjHO = 35 kJ . mo 1 -1の値が得られた.一般に

水素結合の結合エネルギーは 4'""33kJ • mo1-1で
あることからは)， PLA繊維分子の聞には，水素結

合を対象のーっとし得る相互作用エネルギーが存

在していると考えられる.一方 PLA-mu1tiと

PLA-mono とを比較すると， PLA-mu1 tiの方が

PLA-monoの約 25弘， 7 kJ • mo1-1大きい値を示して

いる.このことは Fig.1， 2に示した PLA-mu1ti

がPLA-monoと同じ収縮率を示すためには，より高

い良溶媒モル分率を必要とする結果ともよく対応

している.更に，繊維径の細いマルチフィラメン

トの方が，フィラメントを形成している分子の配

向性がモノフィラメントより平均的に高く，溶媒

和するためにより大きなエ不ルギーが必要で、ある

ことを示唆しているものと考えられる.

(4) 

溶媒和していない直線状の分子の長さ 10は，溶媒

和した分子の長さ l∞に比べて充分大きいと仮定

すると，

K=  

切 / flo 

( 5)式となり， (3)式の溶媒和率Vをn/noで

近似すると，溶媒和平衡定数Kは，実測の収縮率

σを用いて，(6)式により与えられる.

( 5 ) 

(6 ) 

[(lo-lcd /loJ 

σ/(1-σ) 

σ 王子刀 / flo 

σ;収縮率

σ 

3-2 熱分析

未収縮試料の融解熱測定より， PLA結晶融解熱

81. 4J. g-lの値 13)を用いて，結晶化度を算出し，

値を Table1に示した. PLA-monoに比して，

PLA-mu1tiの結晶化度が5%程高くなっている.

Fig.6にFig.5の温度変化のグラフより推定し

たモル分率 23切の収縮率を基に(6 )式より算出

した各試料の溶媒和平衡定数Kの温度依存性を示

した PLA-mono，PLA-mu1tiどちらの場合も，温

度一定であれば 3種の良溶媒で，いずれも平衡

定数はほぼ一致し，かつ，絶対温度の逆数と直線

関係が成立する結果が得られた.この亘線の勾配

から (7)式を用いて算出した標準溶媒和エンタ

ノレピ~jF は， 3-3 偏光顕微FTーIR測定

マルチフィラメント繊維の分子配向性は，モノ

フィラメント繊維に比べて高いことが推測された

ため，偏光顕微FT-IR測定により，繊維の分子配

向性の評価を試みた. ATR法での測定は，

繊消誌

( 7) 

ん;定数 jF;標準溶媒和エンタルピ-

R;気体定数 T;溶媒和温度

(830 ) 

θ - iJJf' /' RT んK 



PLA-multiの細い繊維径のため難しく， 2000cm-1以

上では飽和していないスペクトルが得られる透過

法により，両試料の測定を行った.Zhang等の PLA

フィルムの IR測定によれば非晶相における CH3の

逆対称，対称伸縮振動が各々2995cm-1， 2945 cm-1 

に観測されることが報告されている 15)

Fig.7 (a)に未処理の PLA-multi繊京佐1本， (b) 

に未処理の PLA-mono繊維 1本より得られた

3000cm-1付近の CH3逆対称伸縮振動に起因する偏

光吸収スペクトルを示した.
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Fig.7 The polarized FT-IR absorption specta of 

the unshrunken and shrunken fibers by 

the dichloromethane / ethanol solution， 

for the PLA-mu1ti and the PLA-mono 

filaments. (3050cm-1'"'-'2970cm-1) 

吸収は繊維軸と平行方向，及び垂直方向の偏光

について，大きくはないが垂直二色性を示してお

り，これは Zhang等の実験結果とよく一致してい

る. (a) (b)の未処理試料では，やや PLA-multi

奇跡佐の方が垂直二色性が大きく， Fig. 7 (c) (d) 

に示した 13%収縮試料においては，その傾向はよ

り顕著となり， (c)のPLA-multi繊維では二色性

を示すが， (d)のPLA-mono繊維では殆ど二色性を

示していないことがわかる.これらの結果は，

2945cm-1の CH3対称伸縮振動についても全く同様

に観測されている.

Table 2に2995cm-1，2945cm-1の非晶相バンドの

吸収を用いて，(8)式の定義による二色比を示し

た.

R = D.1 / D" (8 ) 
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R;二色比 九;繊維軸に垂直入射の吸光度

ん;繊維軸に平行入射の吸光度

Table2. The dichroic ratio， D.L / D 11・

Wavenumber(cm -1) Shrinkage (%) 0 13 24 

PLA-multi 1.13 1.11 1.00 
2995 

PLA-mono 1.11 1.00 

PLA-multi 1.11 1.08 1.00 
2945 

PLA-mono 1.10 1.00 

収縮に伴い 2995cm-1， 2945 cm-1共に二色比は

小さくなり PLA-mono繊維では， 13%収縮試料

で二色比が 1になる.これに対し， PLA-multi繊

維では， 13%収縮試料で未収縮の PLA-mono繊維と

同程度の値， 2995 cm-1では 1.11， 2945 cm-1では

1. 08を示し，収縮量がほぼ倍となる 24%収縮試料

で1となる変化が得られた.この結果は，マルチ

フィラメント繊維の方がモノフィラメント繊維に

比べて，大きい収縮量を有する試料においても，

なお非晶鎖の分子配向を保持していることとなり，

従って分子配向性が高いことを示している.この

ことは Fig.2に示したPLA-multiにおける収縮率

の立ち上がりや収縮率の増大が， Fig.1に示した

PLA-monoの場合に比べて高いモル分率側へ移動

すること，ならびに PLA-multiの収縮過程のエン

タルビー変化JHOがPLA-monoに比べて約 7kJ . 
mol-1大きいこと，即ち，PLA-multiは PLA-mono

に比して，溶媒和し難い傾向であることと矛盾せ

ず，マルチフィラメント繊維の結品化度がモノフ

ィラメント繊維より 5%大きいことに加えて，分

子配向の高さがモノフィラメント繊維布とマルチ

フィラメント繊維布の収縮挙動の差異の要因と考

えられる.更に 2995cm-1及び，2945 cm-1の非晶相

バンドにおけるこ色性が，収縮率の増大に伴って

観測されなくなることから，繊維の収縮のメカニ

ズムは，溶媒和に伴い，配向した非晶相の分子鎖

が乱れることにより引き起こされることであると

いえる.

3-4 引張り強伸度測定
3種の混合溶液で収縮処理を施した PLA-multi

布の引張り強伸度測定結果を Fig.8に示した.強

度(F)，伸度(L)を各々未処理の値(Fo，Lo)で規格
化し，相対的な強伸度の変化を表している.

3種の混合溶液ともに，収縮率が 10%未満の領

域では強度の低下は殆どみられず，伸度が大きく

( 831 ) 
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なる.収縮率の増大に伴い，緩やかな強度の低下

と伸度の増大を示し，収縮率 15%以上では強度，

伸度に3良溶媒種間の差異が顕著となる.特に，

実線で示したジクロロメタン/エタノール混合溶

液においては，伸度の増大が著しい結果が得られ

た.良溶媒にクロロホルムとジクロロメタンを用

いた系では， Fig.2に示したように，同じモル分

率，例えばモル分率 34%では両試料共に平衡収縮

率は約 20%で一致しているものの，これら試料聞

の強度，伸度は異なっている.PLA-mono布におい

ても同様の傾向がみられた.このように良溶媒の

種類により，収縮率は同程度でも繊維内部に引き

起こされた物理的，構造的変化に起因する機械的

性質が異なることは，良溶媒種の探索の指針とな

ると考えられ興味深い.

2.5 

2 

ぞ比 1.5 

¥」」C、3、

0.5 

o 
o 10 20 30 40 

Shrinkage (%) 

..企tensilestrength <>0ムelongation
ーーー chloroform/ethanol 

一一一-dichloromethane/ ethanol 
日 1，2一dichloroethane/ethanol 

Fig.8 The dependence of the tensile strength 

and the elongation percentage on the 

shrinkage. (PLA-multi， 25uC) 

3-5 テキスタイル制作
以上の結果を基に，ポリ乳酸繊維布の収縮性を

利用し，布表面に凹凸と部分的透け感，及び色調

の変化を付与したテキスタイルの制作を

PLA-mono布を用いて行った.

処理条件はジクロロメタン/エタノール混合溶

液，モル分率は 33.4%，処理温度は室温，処理時

間は 10分とし，その製作工程を Fig.9に示した.

収縮部分と未収縮部分を混在させることを目論み，

ここでは板締めの技法を応用した.布を蛇腹に折

り(①)，ステンレス円板で挟みクランプで締める

(②) .それを調整した処理液中に浸潰し，収縮加

(832 ) 

工を施す(③).板締めした部分は未収縮となり，

板で挟まなかった部分には処理液が浸透して収縮

する.次に板を取り外し，染色を施す(④)ことに

より，織密度の高くなった収縮部分は濃色に，未

収縮部分は透け感のある淡色になり，凹凸と透け

感と色の濃淡を併せ持つテキスタイルとなる.使

用した染料は， Kayalon Polyester Navy Blue 

2GN-SF 20である.

① 

il----;-=;;-;-.ι...…...….刷"…...…..一..n.叩"一一.一山…
「ーーT--τーーー「ー-;---，-ーτーー-r--1--ー
ト ，..........←H・H・...，...一一..:.u....一寸・一一…;.....… t →-

000  

unshrunken portion 
light color 

shrunken portion 
deep color 

③ shrinkage finishing 

dichloromethan/ethanol of the molar fraction of 33.4mol%， 250C，10min. 

④ dyeing 

Kayalon Polyester Navy Blue 2GN-SF 200 

Fig.9 The shrunken fabric production process. 

Fig. 10に制作したテキスタイルの収縮部と未

収縮部の分光反射率曲線を示した.収縮部の反射

率の波長依存性は未収縮部分のそれと一致し，従

って色相の変化はみられず 350nm""'-'750nmの全域

にわたって反射率が低くなっている.この分光反

射率曲線から， (9)式の Kubelka一Munkの式に基

づき，最大吸収波長である 590nmの反射率の値を

用いて Lタ値を算出した.

K/Sニ(1-ρA) 2/2ρ A (9) 

K;吸収係数 S;散乱係数

ρA ，最大吸収波長における反射率

K/針直は，未収縮部 12.0，収縮部 38.7の値が得ら

れ，収縮部のル針直は未収縮部の 3.2倍濃色化し

ていることがわかった.
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Fig.l0 The spectral reflectance of the shrunken は，マルチフィラメント繊維より収縮率の小さい

and unshrunken portion. 試料で二色比が 1となり，マルチフィラメント繊

維の非晶鎖の分子配向性が高いことが示された.

従って，マルチフィラメント繊維の結晶化度が

5%程高いことに加えて，この分子配向性が高い

ことが，モノフィラメント布と同じ収縮率を得る

ためには，より高い良溶媒モル分率を必要とする

こと，標準溶媒和エンタルビーがモノフィラメン

ト布より大きな値となることの要因と考えられた.

加えて，非晶相の二色比が収縮率の増大に伴って

小さくなることから，繊維の収縮は，配向した非

晶相の溶媒和による分子鎖乱れにより引き起こさ

れていることが実験的に明らかにされた.

また 3種の良溶媒間では収縮率の処理時間依

存性が異なり，ジクロロメタンを用いると，最も

短時間処理で同じ平衡収縮率に達し，得られた布

吊は，クロロホルム 1，2-ジクロロエタンの場合

に比べて，伸度は大きくなるものの強度の低下は

最も小さいことが示された.このことは，平衡収

縮率は同じでも，その収縮過程や収縮の結果得ら

れる布吊の機械的性質は，良溶媒に依存すること

を表し，今後の収縮加工における最適な良溶媒探

索の指針となることが明らかにされた.

今回の実験結果に基づき，ポリ乳酸繊維布の収

縮性と染色性を応用し，布表面に凹凸と部分的透

け感，及び色調の変化を持つテキスタイルを制作

し，ポリ乳酸繊維の新たな加工法や用途展開の一

例を提案した.
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Fig.ll The work of the shrunken fabric. 

Fig. 11に平成21年度繊維総合見本市JFWJAPAN 

CREATION 2010 AUTUMUN/WINTER BEST of TA • KU • 

MIジャパンクリエーション大賞で入賞したテキ
スタイル作品『秋露』を示した.女性用ワンピー

スドレス，装飾雑貨等をイメージしたテキスタイ

ルである.

4. 幸吉 田

本研究では，クロロホルム，ジクロロメタン，

1，2-ジクロロエタンの 3種の良溶媒と貧溶媒エタ

ノールとの各混合溶液を用いて，モノフィラメン

ト糸とマルチフィラメント糸から成る 2種類のホ。
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リ乳酸繊維布の収縮性の検討，及び，得られた結

果を応用してテキスタイル制作を行った.

モノフィラメント布で、は良溶媒のモル分率が

10%以上で収縮がみられたが，マルチフィラメン

ト布で、はモル分率 15%以上で収縮し，モノフィラ

メント布と同じ収縮率を得るためには，より高い

モル分率を必要とした.また，収縮率の温度変化

から見積もった標準溶媒和エンタルビーは，マル

チフィラメント布の方がモノフィラメント布に比

べて，約25%大きい結果となった.更に，偏光顕

微FT-IRによる二色性測定の結果，配向した非晶

鎖は収縮に伴い緩和し，モノフィラメント繊維で
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